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「海を耕す」稼ぐ研究で
研究の自立と実学教育の両立へ

取材・文／児山雄介　撮影／近藤織弓

　教
育
者
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
っ
た

初
代
総
長
、世
耕
弘
一
は
、「
海
を
耕
せ
」

を
旗
印
に
１
９
４
８
年
、     ＊1

　
臨
海
研
究

所
を
設
立
。
国
民
の
食
糧
確
保
を
目
的

と
し
た
魚
の
養
殖
研
究
を
始
め
ま
し

た
。初
代
が
建
学
の
精
神
に
掲
げ
た「
実

学
教
育
」
の「
実
学
」
と
は
、
独
創
的
な

研
究
に
挑
み
、成
果
を〝
社
会
に
生
か
し

て
〞〝
収
益
を
上
げ
る
〞
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
研
究
を
金
に
結
び
つ
け
る
考

え
は
当
時
も
非
難
を
浴
び
ま
し
た
が
、

原
資
な
く
し
て
私
学
は
自
ら
の
足
で
立

て
ま
せ
ん
。
研
究
で
稼
ぎ
、
次
の
研
究

に
再
投
資
す
る
独
立
独
歩
の
研
究
サ
イ

ク
ル
が
重
要
な
の
で
す
。
最
初
に
行
わ

れ
た
鯛
の
養
殖
研
究
で
は
、市
場
の「
鯛

は
縁
起
物
。
色
が
赤
く
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
」
と
の
声
を
研
究
テ
ー
マ
と
捉
え

て
飼
育
環
境
や
餌
を
工
夫
。
赤
く
色
づ

い
た
〝
売
れ
る
鯛
〞
が
、
研
究
所
の
財

政
を
支
え
ま
し
た
。「
近
大
マ
グ
ロ
」も
、

完
全
養
殖
の
確
立
ま
で
に
実
に
32
年
。

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ
ば
、
確
実

に
中
途
打
ち
切
り
で
し
ょ
う
。
公
金
に

頼
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
学
の
意
志
で

研
究
を
続
け
ら
れ
た
と
言
え
ま
す
。

　「実
学
」
の
〝
社
会
に
生
か
す
〞
部

分
を
体
現
す
る
の
が
、産
学
連
携
で
す
。

本
学
が
位
置
す
る
東
大
阪
は
、
町
工
場

の
集
積
地
。高
い
技
能
を
持
つ
一
方
で
、

課
題
を
解
決
す
る
突
破
力
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
結
び
つ
け
る
開
発
力
の
不
足
に
悩
む

企
業
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
か
ね
て

よ
り
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
特

に
２
０
０
０
年
に
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
地
域
の
認
知
が

向
上
。「
中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
」

と
し
て
、

    ＊2

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
が
、

本
学
の
研
究
者
や
他
の
企
業
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
手
掛
け
、
民
間
企
業
か

ら
の
受
託
研
究
実
施
件
数
は
６
年
連
続

全
国
１
位
を
保
っ
て
い
ま
す
。
大
型
の

共
同
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
金
額
に
は
こ

だ
わ
ら
ず
、
数
万
円
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
社
会
が
求
め
る
要
件
は
研
究
者
に

と
っ
て
新
鮮
で
、
学
内
だ
け
で
は
成
し

得
な
い
発
展
を
研
究
に
も
た
ら
す
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　大
学
の
研
究
の
大
き
な
課
題
は
、
専

門
性
の
高
さ
故
に
一
般
の
人
に
理
解
さ

れ
に
く
い
点
で
す
。本
学
の
マ
グ
ロ
も
、

完
全
養
殖
成
功
時
は
世
界
初
の
割
に
そ

こ
ま
で
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
養
殖
魚
専
門
料
理
店
出
店
の
折
は

そ
の
２
千
倍
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
結
果
、
数
々
の
研
究
オ
フ
ァ
ー
が

舞
い
込
み
ま
し
た
。
学
術
界
の
外
か
ら

資
金
を
得
る
た
め
に
は
、
研
究
の
価
値

を
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
、
論
文
で
発
表
す
る
だ
け
で
は
チ
ャ

ン
ス
は
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　そ
の
意
味
で
、
商
品
化
と
い
う
手
法

は
、
研
究
成
果
を
社
会
に
示
す
優
れ
た

効
果
が
あ
り
ま
す
。
高
校
生
や
保
護
者

に
、「
近
大
に
来
れ
ば
こ
う
い
う
研
究

が
で
き
る
」「
実
学
と
は
こ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
」
と
直
感
的
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
説
明
会
で
の
大
学
発

の
商
品
の
紹
介
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
学

び
を
社
会
に
生
か
し
た
い
と
考
え
る
学

生
の
入
学
も
増
え
て
い
ま
す
。

　次
の
目
標
は
、
世
界
に
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｉ
の
研
究
力
を
知
ら
し
め
る
こ
と
。
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ラ
ン
ク
向
上
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
国
内
で
は
本
学
の

代
名
詞
と
な
っ
た
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖

も
、
ま
だ
世
界
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
マ
グ
ロ
は
世
界
中
で
食
べ

ら
れ
て
お
り
、
養
殖
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
も
貢

献
す
る
た
め
、
海
外
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
や
す
い
で
し
ょ
う
。

マグロで名をはせた研究力の背景には、研究で稼ぎ自立するという私学精神がある。
広報で社会の理解を得て、企業から新たな研究を受託。教育機会としても役立てている。

せこういしひろ●1992年近畿日本鉄道株式会社
入 社 。同 社でホテル事 業 、広 報 等を担 当した後 、
2007年近畿大学に入職。入試広報課長、入学セン
ター事務長、広報部長、総務部長を経て2020年現
職。通信教育部長を兼務。

世耕石弘
経営戦略本部長

近畿大学

特集  研究力を教育力へ

C A S E  S T U D Y

特 徴

研究評価

研究資金

研究開発

若手育成

キャンパス／東大阪市、大阪狭山市、奈良市、和歌山県紀の川市、東広島市、福岡県飯塚市
学生数／35,444人　
学部／情報、法、経済、経営、理工、建築、薬、文芸、総合社会、国際、農、医、生物理工、工、産業理工　
大学院／法学、商学、経済学、総合理工学、薬学、総合文化、農学、医学、生物理工学、システム工学、産業理工学
THE世界大学ランキング2023／801-1000位、同日本版2022／71位　    

近畿大学リエゾンセンター（KLC）が、
企業と研究、企業と教育を結ぶ

研究マネジメントの特徴とその工夫
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　老舗鮮魚店と薬学研究者が組んで誕生した化粧品、３学部と町工場が連
携して生まれた「近大マスク」…。リエゾンセンター設置以降、140以上の産
学連携商品が生まれている。受託研究を行う教員の下で学ぶ学生にとって、
商品開発への協力は、学びとビジネスの関係を知る貴重な機会だ。スッポン
由来の化粧品開発に携わった学生は、研究を商品開発に生かすおもしろさに
触発され、後に起業するに至った。紙工業会社の受託研究で、文化デザイン
学科の学生のアイデアを生かした段ボールテントは大ヒットし、「デザイン・クリ
エイティブ研究所」開設のきっかけとなった。
　学生、企業、地域とが交わる新しい学びの拠点「アカデミックシアター」には、
大学や企業の垣根を超えたモノづくりスペース「THE GARAGE」、学生参加
の産学連携プロジェクトを行うガラス張りの部屋「ACT」などを設置。通りすが
りの学生も、学問と産業の結びつきを意識せざるを得ない構造だ。「実学」の実
践だけでなく、成果を積極的に見える化し、大学は学生の意識を啓発している。

民間企業からの受託研究実施件数
400
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「受託研究実施件数日本一」を生かし
実学教育を学生にとっての日常に

教員は、教育業績、研究業績、管理運営
活動、社会活動の各項目について自己
評価。評価内容を「教員業績評価部会」
で審議し、「教員業績評価委員会」が最
終決定。高評価者には特別手当を支給。

▶学内資金：意欲ある教員向けの助成
金制度あり。他方、科研費応募数、論文
数などの条件を満たさない場合、減額。
▶競争的資金：挑戦を奨励。科研費獲
得のための講演会、応募調書の添削
サービス実施。各種公募案内をSNSで
周知。
▶産学連携：リエゾンセンター、企画・製
造・販売を支援するTHE GARAGEを設置。

学会や社会への高い貢献が期待できる
研究、分野融合の共同研究を支援する

「21世紀研究開発奨励金」を支給。

40歳以下の若手研究者向けに「奨励研
究助成金」を支給。

注目！

各学部

各研究科

各研究所学術研究支援部

大学と企業の
モノづくりスペース

社会価値を生む
実学プロジェクト

商
品
開
発
を

念
頭
に
置
い
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

施
設
利
用

リエゾン
センター

リエゾン
センター

アカデミック
シアター

連
携

研
究
ベ
ー
ス
の

     

産
学
連
携

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

195
254 239

275 257
325

353
323 312 338

（件数）

（年度）

地
元
企
業

一
般
市
民

大学と企業のモノづくりスペース「THE GARAGE」と
産学連携商品の一例

＊１ 現水産研究所
＊２ 2022年10月現在、兼務教員３人、専任所員（コーディネーター）６人、併任所員（近畿大学教員）18人、併任協力所員２人

B1190594-P36-P37.indd   36 2022/12/17   17:26

技術評価委員会

運営委員会

ACT EX

THE GARAGE

学生・教員

「海を耕す」稼ぐ研究で
研究の自立と実学教育の両立へ

取材・文／児山雄介　撮影／近藤織弓

　教
育
者
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
っ
た

初
代
総
長
、世
耕
弘
一
は
、「
海
を
耕
せ
」

を
旗
印
に
１
９
４
８
年
、     ＊1

　
臨
海
研
究

所
を
設
立
。
国
民
の
食
糧
確
保
を
目
的

と
し
た
魚
の
養
殖
研
究
を
始
め
ま
し

た
。初
代
が
建
学
の
精
神
に
掲
げ
た「
実

学
教
育
」
の「
実
学
」
と
は
、
独
創
的
な

研
究
に
挑
み
、成
果
を〝
社
会
に
生
か
し

て
〞〝
収
益
を
上
げ
る
〞
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
研
究
を
金
に
結
び
つ
け
る
考

え
は
当
時
も
非
難
を
浴
び
ま
し
た
が
、

原
資
な
く
し
て
私
学
は
自
ら
の
足
で
立

て
ま
せ
ん
。
研
究
で
稼
ぎ
、
次
の
研
究

に
再
投
資
す
る
独
立
独
歩
の
研
究
サ
イ

ク
ル
が
重
要
な
の
で
す
。
最
初
に
行
わ

れ
た
鯛
の
養
殖
研
究
で
は
、市
場
の「
鯛

は
縁
起
物
。
色
が
赤
く
な
け
れ
ば
売
れ

な
い
」
と
の
声
を
研
究
テ
ー
マ
と
捉
え

て
飼
育
環
境
や
餌
を
工
夫
。
赤
く
色
づ

い
た
〝
売
れ
る
鯛
〞
が
、
研
究
所
の
財

政
を
支
え
ま
し
た
。「
近
大
マ
グ
ロ
」も
、

完
全
養
殖
の
確
立
ま
で
に
実
に
32
年
。

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ
ば
、
確
実

に
中
途
打
ち
切
り
で
し
ょ
う
。
公
金
に

頼
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
学
の
意
志
で

研
究
を
続
け
ら
れ
た
と
言
え
ま
す
。

　「実
学
」
の
〝
社
会
に
生
か
す
〞
部

分
を
体
現
す
る
の
が
、産
学
連
携
で
す
。

本
学
が
位
置
す
る
東
大
阪
は
、
町
工
場

の
集
積
地
。高
い
技
能
を
持
つ
一
方
で
、

課
題
を
解
決
す
る
突
破
力
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
結
び
つ
け
る
開
発
力
の
不
足
に
悩
む

企
業
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
か
ね
て

よ
り
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
特

に
２
０
０
０
年
に
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
地
域
の
認
知
が

向
上
。「
中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
」

と
し
て
、

    ＊2

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
が
、

本
学
の
研
究
者
や
他
の
企
業
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
手
掛
け
、
民
間
企
業
か

ら
の
受
託
研
究
実
施
件
数
は
６
年
連
続

全
国
１
位
を
保
っ
て
い
ま
す
。
大
型
の

共
同
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
金
額
に
は
こ

だ
わ
ら
ず
、
数
万
円
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
社
会
が
求
め
る
要
件
は
研
究
者
に

と
っ
て
新
鮮
で
、
学
内
だ
け
で
は
成
し

得
な
い
発
展
を
研
究
に
も
た
ら
す
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　大
学
の
研
究
の
大
き
な
課
題
は
、
専

門
性
の
高
さ
故
に
一
般
の
人
に
理
解
さ

れ
に
く
い
点
で
す
。本
学
の
マ
グ
ロ
も
、

完
全
養
殖
成
功
時
は
世
界
初
の
割
に
そ

こ
ま
で
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
養
殖
魚
専
門
料
理
店
出
店
の
折
は

そ
の
２
千
倍
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
結
果
、
数
々
の
研
究
オ
フ
ァ
ー
が

舞
い
込
み
ま
し
た
。
学
術
界
の
外
か
ら

資
金
を
得
る
た
め
に
は
、
研
究
の
価
値

を
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
、
論
文
で
発
表
す
る
だ
け
で
は
チ
ャ

ン
ス
は
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　そ
の
意
味
で
、
商
品
化
と
い
う
手
法

は
、
研
究
成
果
を
社
会
に
示
す
優
れ
た

効
果
が
あ
り
ま
す
。
高
校
生
や
保
護
者

に
、「
近
大
に
来
れ
ば
こ
う
い
う
研
究

が
で
き
る
」「
実
学
と
は
こ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
」
と
直
感
的
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
説
明
会
で
の
大
学
発

の
商
品
の
紹
介
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
学

び
を
社
会
に
生
か
し
た
い
と
考
え
る
学

生
の
入
学
も
増
え
て
い
ま
す
。

　次
の
目
標
は
、
世
界
に
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｉ
の
研
究
力
を
知
ら
し
め
る
こ
と
。
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ラ
ン
ク
向
上
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
国
内
で
は
本
学
の

代
名
詞
と
な
っ
た
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖

も
、
ま
だ
世
界
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
マ
グ
ロ
は
世
界
中
で
食
べ

ら
れ
て
お
り
、
養
殖
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
も
貢

献
す
る
た
め
、
海
外
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
や
す
い
で
し
ょ
う
。

マグロで名をはせた研究力の背景には、研究で稼ぎ自立するという私学精神がある。
広報で社会の理解を得て、企業から新たな研究を受託。教育機会としても役立てている。

せこういしひろ●1992年近畿日本鉄道株式会社
入 社 。同 社でホテル事 業 、広 報 等を担 当した後 、
2007年近畿大学に入職。入試広報課長、入学セン
ター事務長、広報部長、総務部長を経て2020年現
職。通信教育部長を兼務。

世耕石弘
経営戦略本部長

近畿大学

特集  研究力を教育力へ

C A S E  S T U D Y

特 徴

研究評価

研究資金

研究開発

若手育成

キャンパス／東大阪市、大阪狭山市、奈良市、和歌山県紀の川市、東広島市、福岡県飯塚市
学生数／35,444人　
学部／情報、法、経済、経営、理工、建築、薬、文芸、総合社会、国際、農、医、生物理工、工、産業理工　
大学院／法学、商学、経済学、総合理工学、薬学、総合文化、農学、医学、生物理工学、システム工学、産業理工学
THE世界大学ランキング2023／801-1000位、同日本版2022／71位　    

近畿大学リエゾンセンター（KLC）が、
企業と研究、企業と教育を結ぶ

研究マネジメントの特徴とその工夫
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　老舗鮮魚店と薬学研究者が組んで誕生した化粧品、３学部と町工場が連
携して生まれた「近大マスク」…。リエゾンセンター設置以降、140以上の産
学連携商品が生まれている。受託研究を行う教員の下で学ぶ学生にとって、
商品開発への協力は、学びとビジネスの関係を知る貴重な機会だ。スッポン
由来の化粧品開発に携わった学生は、研究を商品開発に生かすおもしろさに
触発され、後に起業するに至った。紙工業会社の受託研究で、文化デザイン
学科の学生のアイデアを生かした段ボールテントは大ヒットし、「デザイン・クリ
エイティブ研究所」開設のきっかけとなった。
　学生、企業、地域とが交わる新しい学びの拠点「アカデミックシアター」には、
大学や企業の垣根を超えたモノづくりスペース「THE GARAGE」、学生参加
の産学連携プロジェクトを行うガラス張りの部屋「ACT」などを設置。通りすが
りの学生も、学問と産業の結びつきを意識せざるを得ない構造だ。「実学」の実
践だけでなく、成果を積極的に見える化し、大学は学生の意識を啓発している。

民間企業からの受託研究実施件数
400

300

200

100

0

「受託研究実施件数日本一」を生かし
実学教育を学生にとっての日常に

教員は、教育業績、研究業績、管理運営
活動、社会活動の各項目について自己
評価。評価内容を「教員業績評価部会」
で審議し、「教員業績評価委員会」が最
終決定。高評価者には特別手当を支給。

▶学内資金：意欲ある教員向けの助成
金制度あり。他方、科研費応募数、論文
数などの条件を満たさない場合、減額。
▶競争的資金：挑戦を奨励。科研費獲
得のための講演会、応募調書の添削
サービス実施。各種公募案内をSNSで
周知。
▶産学連携：リエゾンセンター、企画・製
造・販売を支援するTHE GARAGEを設置。

学会や社会への高い貢献が期待できる
研究、分野融合の共同研究を支援する

「21世紀研究開発奨励金」を支給。

40歳以下の若手研究者向けに「奨励研
究助成金」を支給。

注目！

各学部

各研究科

各研究所学術研究支援部

大学と企業の
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大学と企業のモノづくりスペース「THE GARAGE」と
産学連携商品の一例

＊１ 現水産研究所
＊２ 2022年10月現在、兼務教員３人、専任所員（コーディネーター）６人、併任所員（近畿大学教員）18人、併任協力所員２人
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